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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・先月行なわれました喫煙に関する研修に欠席者・喫煙者の方への再研修がありま

す。本日、22日（月）、23日（火）17：30～　メモリアルホールにて行われます

ので該当者は参加お願いします。
・青森大学社会福祉学科より、小野寺敬さんが実習に来られる予定です。

　北病棟は7/1、7/2の二日間の予定となっています。指導計画書がありますので、スタッフは各自目を通しておきましょう。

・管理者駐車場が変更となり第一駐車場となりました。

　第一駐車場は夜勤者・遅勤務が停めている為、混雑が予想されますので何かあった際はSGMへ伝えていきましょう。

・管理棟２階のトイレ使用時、スリッパの履き替えせず入られている方がいますので、履き替えての使用をお願いします。

・病棟の浴室の掃除に鍵を開け入ると、蛇口より水が出ていたということがありました。毎日患者様は足洗いで使用している為、準夜勤務者は浴室の鍵を閉める際は中の確認を必ずおこなっていきましょう。

　

・病棟浴室内に履物を履いたまま中に入るスタッフがいます。患者様が裸足にて使用している場所でありますので、スタッフは十分注意していきましょう。

・ＳＳＴ参加率は１００％を目標としています。当日担当したスタッフは参加状況が分かりますが、他病棟スタッフが把握出来るように随時、参加状況の確認が出来るように検討お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～右足小指が靴ズレのように赤くなっています。

　　　　　　　　本人気にされている様子みられる為、明日の問診時に主治医へ情報提供していきましょう。

　　　　　　　　患部確認していますが、特に処置は必要な状況ではないようですが、本人「歩いて大丈夫かな？」と不安を訴えている事ありますので、不安を軽減できるよう患部の扱いについて説明していきましょう。

・三上　勇様～八戸市役所より、障害者利用バス特別乗車証交付申請書が届いてい

ます。毎年PSWと手続きに行かれていますが、25日までとの通知に

より、スタッフ付き添いにて行く方向で調整していきます。

・八木橋　牧雄様～自動車納税の支払い書がきています。

　　　　　　　　　山田PSWより、親戚の清水様へ連絡しております。

　　　　　　　　　清水様は今後は自動車の名義を変更していきたいとしていますが、本日15時当院来院予定にて、PSWと話しをしていく予定となっています。

＜週間予定＞

・６月２２日（月）…喫煙に関する再研修二日間17：30～　メモリアルホール
モップ取り（深夜）

　　２３日（火）…リスパダールデポ剤の勉強会　（16：40～17：00）

　　　２４日（水）…寝具交換（布団カバー・シーツ・枕カバー）

　　　２５日（木）…皮膚科診察

　　　　　　　　　　布巾消毒（深夜）

　　　２６日（金）…猪股Ｄｒ　１３時半～診察予定

　　　　　　　　　　歯科診察（滝澤久江様）　

２７日（土）…田野端忠夫様～１３時～１５時まで外出（買い物）

　　　　　　　ＳＳＴは午前中実施予定

２８日（日）…菊池明子様～外出訓練　

＜リハビリテーションプログラム内容・経過報告＞

・他病棟で患者様の誘導していますが、患者様を体育館へ置いてスタッフがいない状況があったりしていますのでスタッフに付き添って頂きたいとの意見あがっています。

＜服薬ケア　進捗状況＞

・現在、患者様が服用後マルをつける服薬チェック表を利用し、チェック忘れの無

いよう使用している状況にあります。

患者様がチェック忘れした際スタッフのチェック表への記入や、対応について話

し合っています。

· 何の為にチェックをしているの？

· スタッフの安心の為か？そうでない事の認識をしましょう。

· スタッフはマルをつけていない事に執着していないか？

· 患者様のマルをつけない事が問題ではない。服薬できている事が重要である。

· 大事なのは確実に服薬が出来る事。

· マルを付け忘れた患者様に対してのスタッフの対応も考えましょう。（あとで何故忘れたのか？と責める様ないい方等してはやる気も起きない）

→服薬チェックの本来の目的はなにか？スタッフの業務効率が問題ではなく、患者様に服薬の重要性を認識してもらうということが本来の目的である。

本来の服薬の目的を再度、スタッフが理解しましょう。

上記の事を踏まえ、服薬担当者は、チェック忘れの患者様はスタッフ間で分かり易くできるよう、早急に考えましょう。

又、患者様への付け忘れ等の介入に関しては、患者様の様子や状態を看護記録へ残す様にしましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価＞

・三上　勇様～＃１　歩行時につまづきが見られる

　　　　　　　目標：①足をきちんとあげて歩く事が出来る

　　　　　　　　　　②転倒をしない

　　　　　　　　　　③つまづかない

毎日16時、服薬担当スタッフと一緒に歩行運動を続ける（運動手順照）
後方向は、導入不安定な為、少し慣れてから実施する

人とぶつかったり、廊下に水がこぼれていても気が付かない為、環境を整え安全面に配慮する。

　　本日、評価しています。

　歩行運動時は意識しおこなっている為、上手くできています。

又、スタッフ声掛けに意識する様子見られる事もあります。（褒める事もしましょう）日常生活にて意識していない様子見られる為、看護計画が継続して行っていく事としています。　
　　　
　　　　　　　　

















































